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2018 年 4 月 19 日 

当社は、本日、原子力災害対策特別措置法に基づき、2017 年 12 月 7，8 日に実施した防災訓練の実施

結果報告書を原子力規制委員会に提出しましたのでお知らせします。 

【報告書の主な内容】 

今回の訓練では、地震および原子力災害発生時に、緊急事態対策組織に求められる機能を発揮できるこ
との確認および判断能力の向上等を目的として、浜岡原子力発電所防災業務計画に定める項目（注 1）を実
施しました。 

訓練実施にあたっては、地震および原子力災害が発生した状況下における体制構築、情報収集・整理、事
故状況判断、情報連絡などに係る「訓練のねらい」を定め評価をおこないました。 

1 訓練概要 

運転中の浜岡原子力発電所 4 号機（安全性向上対策工事完了）において、地震発生後に原子力災害が
発生することを想定して訓練をおこないました。 

2 訓練の評価結果 

短時間で事態が進展していく訓練シナリオの中で、体制構築のうち原子力災害発生後の現場出動判断に
ついては適切に実施できた等、「訓練のねらい」に対して概ね良好な結果が得られました。一方で、情報共
有で正確性に欠けるなどの課題も確認されました。 

当該訓練を通して確認された課題については、情報共有の方法等、必要な改善をおこない、2018 年 3 月

9 日に実施した緊急事態対策訓練で改善の有効性を確認しています。この訓練の実施結果についても、原

子力規制委員会へ報告することとしており、とりまとまり次第、お知らせします。 

今後も継続的に訓練を実施し、対応能力の強化を図ってまいります。 

添付資料  1 防災訓練実施結果報告書の概要 

添付資料  2 2017 年 4 月～2017 年 12 月に実施した要素訓練（注 2）等の実績 

参考資料  1 2017 年 3 月に実施した防災訓練にて抽出した改善事項の対応状況 

参考資料  2 防災訓練実施結果報告書の用語集 

注 1 浜岡原子力発電所防災業務計画に定める項目と今回の主な訓練内容 

注 2 要素訓練とは、災害時に対応が必要な項目について、複数の項目をおこなう総合訓練とは別に、対応

項目ごとに技能習熟・対応能力向上を図るために実施する訓練のことです。 

以 上 

項目 主な訓練内容 

重大事故等対応訓練 情報収集・整理，事故状況判断 等 

通報訓練 社内および社外（一部模擬）に対しての通報連絡 

避難誘導訓練 事象の進展に応じた避難判断および避難誘導方法の検討 

原子力災害医療訓練 放射線管理区域内のけが人の搬出 

モニタリング訓練
可搬型モニタリングポストを用いた環境モニタリング，代替気象観測設備に

よる気象観測 等 

その他必要と認める訓練 
原子力事業所災害対策支援拠点対応、オフサイトセンターとの情報連携 

等 

浜岡原子力発電所 防災訓練実施結果報告書の提出について 
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添付資料 2 
2017 年 4 月～2017 年 12 月に実施した要素訓練等の実績 
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１．訓練の目的 
 要素訓練のうち図上演習は，重大事故等に対する判断力，情報共有等の対応力向上を目的として実施している。 
その他要素訓練は，各手順に対する対応の習熟を目的として実施している。 

 
２．評価内容 
 要素訓練の評価は，訓練目的の達成有無について行っている。 
報告対象期間中に実施した要素訓練で抽出した改善事項を３．にまとめる。 

 
３．訓練実績と今後の原子力災害対策に向けた改善点 
（１）重大事故等対応訓練 

訓練項目 内容 対象者 実施回数 参加人数 結果 今後の原子力災害対策に向けた改善点 

図上演習 

原子力災害を想定した本部運営の
実動訓練 
（事故状況判断，情報共有，模擬機
関への通報連絡等を実施） 

本部席 
各機能班 

計２回 

(６月， 

７月) 

計１６８人 達成 

プラント状況の把握が口頭のみでなされ，
全体像が共有されていないことが課題とし
て挙がった。 
このため，情報共有の改善のため予めプラ
ント図を整備し使用することとした。 
（対処済み） 

 
（２）通報訓練 

訓練項目 内容 対象者 実施回数 参加人数 結果 今後の原子力災害対策に向けた改善点 

通報訓練 通報に使用する通信資機材等の習
熟を目的とした訓練 

地域広報
班 

計１回 

(１２月) 
計１５人 達成 特記事項なし。 

今後も習熟を図るため継続的に実施する。 

 



 

 

 

（３）避難誘導訓練 
訓練項目 内容 対象者 実施回数 参加人数 結果 今後の原子力災害対策に向けた改善点 

退避誘導
現場訓練 

退避誘導に係る初動対応活動内容
の確認訓練 

安否確認
救護班 

計１回 

(１２月) 
計１２人 達成 特記事項なし。 

今後も習熟を図るため継続的に実施する。 

 

（４）原子力災害医療訓練 
訓練項目 内容 対象者 実施回数 参加人数 結果 今後の原子力災害対策に向けた改善点 

原子力災
害医療訓
練 

原子力災害医療に係る初動対応活
動内容の確認訓練 

安否確認
救護班 

計１回 

(１２月) 
計２７人 達成 特記事項なし。 

今後も習熟を図るため継続的に実施する。 

 
（５）モニタリング訓練 

訓練項目 内容 対象者 実施回数 参加人数 結果 今後の原子力災害対策に向けた改善点 

環境モニ
タリング
訓練 

マルチコプタ―操作訓練 
（放射線量率測定および放射性物
質の濃度測定作業） 

放射線管
理班 

計１０回 

(４月～ 

１２月) 

計３２人 達成 

より実践的な訓練として，防護具を着用し
ての訓練等が必要との課題が挙がった。 
このため，今後の訓練にて防護具を着用し
ての訓練を行い，操作性や視認性等の確認
を行う。 
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（６）その他必要と認める訓練 
訓練項目 内容 対象者 実施回数 参加人数 結果 今後の原子力災害対策に向けた改善点 

重大事故
等対処設
備取扱い
に係る現
場訓練 

1.可搬型注水設備設置訓練 
（取水ポンプ，注水ポンプ，ホース
敷設） 

2.電源車設置訓練 
（交流電源車，直流電源車） 
3.窒素ガス供給設備設置訓練 
4.放水設備設置訓練 
（大容量送水ポンプ，ホース敷設，
放水砲） 

5.代替熱交換機設置訓練 
（代替熱交設備，ホース敷設） 
6.燃料プール給水訓練 
（燃料プールスプレイ用ポンプ，ホ
ース敷設） 

7.シルトフェンス設置訓練 
8.燃料供給訓練 
（可搬型設備燃料補給装置，燃料補
給装置給油訓練） 

9.ホースブリッジ設置訓練 
10.重機運転操作訓練（２０ｔブル
ドーザ） 

復旧班 

計６７回 

(５月～ 

１１月) 

計１１８５

人 
達成 

①シルトフェンス設置訓練において，作業
時間短縮のための改善として，分割して保
管されているシルトフェンスを予め連結し
た状態で保管するよう変更した。これによ
り現場でシルトフェンスを連結する作業が
不要となった。 
（対処済み） 
 
 
②可搬型設備（車両）の竜巻対策用固縛ロー
プの取り外し作業（車両上部での作業）時の
転落防止措置に関する改善として，転落防
止用の親綱がない車両について車両上部へ
登らずにロープを外すための補助ロープを
配備した。 
（対処済み） 
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訓練項目 内容 対象者 実施回数 参加人数 結果 今後の原子力災害対策に向けた改善点 

電源機能
等喪失時
訓練 

1.可搬式動力ポンプ設置訓練 
2.災害対策用発電機訓練 
3.３～５号機発電所構内通信手段

（ＰＨＳ等）確保訓練 
4.水素爆発防止対策訓練 
5.Ｄ／Ｇ燃料移送訓練 

復旧班 

計７回 

(５月～ 

１０月) 

計１５３人 達成 

可搬式動力ポンプ設置訓練において，既存
の手順書を用いた運転操作ではポンプ２台
連結運転時に放水圧力の挙動を確認できな
いという問題があった。 
ポンプ２台連結時は放水ノズルの状態を確
認する旨を手順書に追加した。 
（対処済み） 

既設設備
の復旧に
係る現場
訓練 

ＲＣＷＳモータ取替訓練 復旧班 

計６回 

(７月～ 

９月) 

計２６人 達成 特記事項なし。 
今後も習熟を図るため継続的に実施する。 

原子力緊
急事態支
援組織に
係る訓練 

1.遠隔操作ロボット操作訓練 
2.無線重機操作訓練 復旧班 

計１２回 

(５月～ 

１１月) 

計３１人 達成 特記事項なし。 
今後も習熟を図るため継続的に実施する。 

その他訓
練 

1.クレーン運転操作訓練 
2.重機運転操作訓練（その他重機） 復旧班 

計２３８

回（４月～

１２月） 

計４２０人 達成 特記事項なし。 
今後も習熟を図るため継続的に実施する。 
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訓練項目 内容 対象者 実施回数 参加人数 結果 今後の原子力災害対策に向けた改善点 

原子力事
業所災害
対策支援
拠 点 設
営・運営
訓練 

1.資機材輸送訓練 
（支援拠点開設に必要な資機材の
積載，輸送） 

2.支援拠点設営訓練 
（支援拠点における出入管理，表面
汚染検査・除染活動等のための資
機材の展開，設営およびレイアウ
ト確認） 

3.支援拠点運営訓練 
（発電所入退域管理，被ばく線量管
理，表面汚染検査，除染作業） 

原子力事
業所災害
対策支援
拠点派遣

班 

１回 

（６月） 

当社 

２６人 

協力企業 

２社 ６人 

達成 

①入域用のＩＤカード発行装置１台の動作
不良が発生したため，ソフトウェア改修を
実施した。（対処済み） 
 
②タイベックスーツ着脱エリアを区切って
いるが，着脱の際にスーツに付着した放射
性物質がクリーンエリア側に飛散する可能
性があることが判明し，エリア区画の改善
を図った。（対処済み） 
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参考資料 2 

 

防災訓練実施結果報告書の用語集 

 

添付資料 1 「防災訓練実施結果報告書の概要」内の用語について、説明します。 

 

用語 解説 

原子力規制庁緊急時対

応センター（ERC） 
原子力規制庁に設置される緊急時の対応拠点。 

コントローラ 
訓練の進行に必要な付与情報を訓練参加者へ伝達するなど、訓練進行を

行う要員。 

EAL 事象 

（AL 事象、SE 事象、GE

事象） 

原子力施設の状況に応じて、緊急事態を、警戒事態（AL 事象）、施設敷地

緊急事態（SE 事象）および全面緊急事態（GE 事象）の 3 つに区分している。

EAL 事象とは、この 3 つの区分いずれかに該当する事象。 

警戒事態は、判断した時点では公衆への放射線による影響やそのおそれ

が緊急のものではないが，原子力施設における異常事象の発生又はその

おそれがあるため、情報収集や緊急時モニタリングの準備、早期に実施が

必要な災害時要救護者などの避難などの防護措置の準備を開始する必要

がある段階の事象。 

施設敷地緊急事態は、公衆に放射線による影響をもたらす可能のある事象

が生じたため、原子力施設周辺において緊急時に備えた避難などの防護措

置の準備を開始する必要がある段階の事象。 

全面緊急事態は、原子力施設において公衆に放射線による影響をもたらす

可能性が高い事象が生じたため、迅速な防護措置を実施する必要がある段

階の事象。 

緊急時情報共有化シス

テム（WebEOC） 
緊急時の対応状況を社内で共有するために用いるシステム。 

COP(Common 

Operational Picture) 

原子炉への注水状態や設備の使用可否など、プラントに関する情報を発電

所内および本店、東京支社、静岡支店、ERC などの発電所外の関係組織で

共有するためのツール。 

安全パラメータ伝送シス

テム（ＳＰＤＳ） 

プラントの状態、放射線レベルなど、各種運転監視パラメータを緊急時対策

所および本店などの中央制御室以外からも確認できるシステム。 

統合原子力防災ネット

ワーク 

緊急時における情報連絡手段を確保するため、国が整備したネットワークで

あり、総理大臣官邸、原子力規制庁、オフサイトセンター、静岡県および関

係市町などが接続されている。 

フィルタベント 

炉心損傷を伴う重大事故に至った場合などに格納容器の破損を防ぐための

設備で、外部に放射性物質を含む気体を放出する際に、フィルタで放射性

物質の放出を抑制する。 

可搬型海洋拡散抑制設

備（シルトフェンス） 

放射性物質を含んだ水が海洋へ拡散することを抑制するための浮体式フェ

ンスのことで、放射性物質の放出を伴う重大事故に至った場合に使用する。 

マルチコプター 発電所周辺海域のモニタリングを実施する監視測定設備（ドローン）。 

AM（アクシデントマネジ

メント）教育 

重大事故発生時のマネジメントに関する基礎・専門知識の向上を目的とし

て、年１回以上、緊急時対策所本部要員などに対して実施する教育。 

以 上 



参考資料 １ 

 

2017 年 3 月に実施した防災訓練にて抽出した改善事項の対応状況 
 
２０１７年年３月に実施した防災訓練（前回報告対象の訓練）にて抽出した改善事項に

ついては，以下のとおり今回の訓練までに改善の取組みを実施している。 

改善事項に対する取組み状況を下表にまとめる。 

 

表 改善事項と取組み状況 

前回報告内容 
取組み結果 

課 題 改善事項 
１．ＥＡＬ判断につい

て，体制発令に係ら

ないＥＡＬの一部に

判断遅れや漏れがあ

った。（ＡＬ２３につ

いて，ＳＥ２３を判

断した後も判断が漏

れていた。また，本店

対策本部の指摘で気

づいたＥＡＬがあっ

た。） 

発生したＥＡＬの網羅

性をチェックする機能

が不十分であったた

め，ＥＡＬ判断のため

の体制の改善等を検討

する。 

・発電所の情報戦略班内及び本部席内

において，ＥＡＬの網羅性をチェッ

クする要員を明確にした。 

・発電所の本部席教育にて新ＥＡＬの

判断訓練を実施した。 

・今回の訓練結果として，ＥＡＬ判断

について，判断誤りが発生する結果

となった。発電所において，教育，ツ

ールの内容見直し等更なる改善を実

施していく。 

２．３号交流電源喪失

に対する戦略とし

て，本部席から災害

対策用発電機の準備

を優先するよう指示

を出した際に，他戦

略も選択肢がある中

で当該戦略を優先す

る理由についての情

報共有が不足してお

り，実行する班内で

一部混乱が生じた。 

発電所の本部席ブリー

フィング結果（戦略）の

発信時に優先理由等を

共有する仕組みが不足

していたため，ブリー

フィング結果の発信時

に，優先理由等を補足

周知できるような運用

を検討する。 

・本部席活動マニュアルを整理の上，

戦略発信時に５Ｗ１Ｈを意識するこ

とを周知した。 

・今回の訓練にて，ブリーフィング方

法が良好事例としてあがる等改善効

果が確認された。 

・情報共有に用いるＣＯＰを整理し，

戦略決定に必要な情報を明確にし

た。 

・ＣＯＰについては，今回の訓練にお

いて導入したものの，活用できなか

った。運用面等改善を図っていく。 



前回報告内容 
取組み結果 

課 題 改善事項 
３．３号ＳＥ事象，ＧＥ

事象の通報を４号の

原災法第２５条報告

に入れて実施してい

た。 

先行して原災法第１０

条および同法第１５条

通報を実施している場

合に他号機でＳＥ，Ｇ

Ｅ事象に至った際の通

報ルールについての認

識不足があったため，

通報ルールの明確化と

周知を実施する。 

・関連省令の改正に伴う通報ルール

の変更に伴い，通報対応者向けに教

育を実施した。 
なお，通報ルールの変更（ＳＥ事象，

ＧＥ事象発生の都度、１０条通報様

式にて通報を行う）に伴い，本課題

は再発しない。 

４．炉心損傷以降に現

場環境が悪化してい

る状況において，現

場作業員への環境悪

化に対する注意喚起

や，退避指示等が欠

けている部分があっ

た。また，体制発令時

に退避指示が明確に

なされなかった。 

発電所本部席に，要員

の安全面（退避指示，退

避周知等）の管理をす

る安全管理担当を今回

新たに設置したもの

の，役割が明確でなく

十分に機能しなかった

ため，安全管理担当の

役割の明確化および周

知に加え，安全管理担

当が使用するツールの

改善（退避基準を明記）

を実施する。 

・本部席活動マニュアルを整理の上，

内容を周知した。 

・安全担当が用いるボードに退避基準

を追加した。 

・今回の訓練において，地震・津波に

よる退避周知が確実になされる等，

改善効果が確認された。 

 

５．フィルタベントが

見込まれる中，原災

法第１５条以降に緊

急時対策所に残る要

員の絞り込みについ

て，実施タイミング，

要員の内訳について

要員間での認識違

い，認識不足があり

混乱が見られた。 

原災法第１５条以降の

要員計画の事前検討が

足りていない部分があ

ったため，要員計画の

具体的な事前検討と周

知，およびフィルタベ

ントマニュアルの改善

と継続的な教育訓練を

実施する。 

・フィルタベントマニュアルに要員計

画作成に際し，考慮すべき作業を明

確化するとともに，その内容につい

てＡＭ教育にて周知した。 



前回報告内容 
取組み結果 

課 題 改善事項 
６．本店対策本部内の

情報共有において，

口頭のみの報告が多

く，十分に情報が伝

わらない場面があっ

た。 

本店対策本部内の各班

からの重要な情報共有

に，書画装置またはモ

ニタ画面の活用を推奨

する。（ＷｅｂＥＯＣへ

の投函ならびに，本店

対策本部内での情報共

有に，書画画面やＰＣ

画面のモニタ表示を実

施） 

・本店本部内でのブリーフィングに

際し，ＳＰＤＳやＥＡＬ判断チャ

ート等の従前から使用している資

料に加え，オフサイト状況に係る

状況整理表等を新たに用いて本部

内での状況把握を行うこととし

た。 

・ブリーフィング結果や本部長指示

等の聞き洩らしを防ぐため，情報

共有化システムに入力して残すこ

ととした。 

・ＣＯＰによる発電所本部からのタ

イムリーな情報共有を図ることと

した。 

７．本店対策本部内の

マイクの音量調整が

なく，ＴＶ会議での

情報伝達に一部支障

があった。 

ＥＲＣプラント班との

情報共有において，優

先順位を都度考慮した

上で本店対策本部の集

音マイクの入切による

音量調整を実施するよ

う対応者を決める等の

検討を行う。 

・本店本部のブリーフィング音声を

集音するマイクにオン－オフスイ

ッチを設置した。 

・ＥＲＣプラント班と即応センター

説明者の会話がスムーズに行える

ように，ブリーフィング時のプラ

ント状況や事象進展予測等の説明

時以外は集音マイクのスイッチを

切る運用とした。 

８．発電所状態の把握・

整理に一部混乱が見

られた。本店対策本

部から入手できる情

報を活用し，タイム

リーにプラント状態

を把握するなどの運

用改善が必要。 

オフサイトセンター派

遣班の中に発電所状態

を迅速に把握・整理す

る役割を明確化するこ

とにより，オフサイト

センター内への情報共

有を改善する。 

・全社ＴＶ会議での本店本部との連

携に加え，より詳細な情報共有を

目的として，本店とオフサイトセ

ンターの担当者間の情報共有につ

いて新たにＳｋｙｐｅを用いて行

う運用とした。 

・オフサイトセンター内で活動する

班員の情報共有を口頭で行ってい

たため，情報共有化システム用の

プリンターを配備し，情報共有化

システムの情報を書面で共有する

運用とした。 

 
以 上 
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